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農林水産省の動き①：食育基本法の一部を改正する法律が令和８年５月２７日に公布・施行された。

2



3



農林水産省の動き②：第5次食育推進基本計画が令和8年6月24日に決定した。
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東京都の動き：第５次東京都食育推進計画が令和８年３月に策定された。
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中野区における食育をとりまく状況
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令和７年度（２０２５年度） 健康福祉に関する意識調査報告書
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令和７年度（２０２５年度） 健康福祉に関する意識調査報告書
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令和6年度中野区子どもと子育て家庭の実態調査

子どもの食事の状況について

調査期間：令和6年9月5日から9月26日まで
調査対象：0歳から８歳（小学校３年生）までの子どもの保護者

９歳から14歳（中学校３年生）までの児童・生徒本人とその保護者
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食事状況調査（平成２６年１１月・１２月実施）
全国12 県（青森県、山形県、茨城県、栃木県、富山県、滋賀県、島根県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県及び鹿児島県）の1190 人
（各県の小学３年生約30 人、小学５年生約30 人、中学２年生約30 人を抽出）

※推定平均必要量とは…その集団に属する50％の者が必要量を充たすと推定される摂取量。
その集団においてどれだけの子どもが摂取量を充たすかが重要な指標になる。

学校給食摂取基準の策定について（報告）
（学校給食における児童生徒の食事摂取基準策定に関する調査研究協力者会議（令和2年12月））より

10



●尿中ナトリウム・カリウム比検査による食生活改善アドバイス事業【保健企画課】

実施期間：令和６年度～令和８年度

対象：１８歳以上の区民

事業内容：帝京平成大学のご協力のもと、

希望する区民に尿検査と食事アンケートを元に、

食事の推定ナトカリ比を計算。

分析結果に基づいて個々に応じた食生活改善のアドバイスを行う。
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事業実施により見えた課題

R６年度 ・男性のカリウム摂取量の増加の必要性
・若い世代と男性を中心とした果物摂取量増加の啓蒙

R７年度 ・男性への食べ方教育
・果糖に関する正しい情報提供

中野区における食育事業の紹介①

●食生活改善普及運動・ レシピコンテスト【保健企画課】

実施期間：令和５年度～

対象：どなたでも

事業内容：〇包括連携協定を結ぶ大学２校（帝京平成大学、新渡戸文化短期大学）に健康レシピ提案を依頼。

  〇パネル展会場とWebで投票を実施。

               〇得票数の多かった最優秀レシピを表彰。

                〇提案されたレシピを中野区役所１階食堂で実際に健康メニューとして提供。

 テーマ 投票数 最優秀レシピ

R５年度 「野菜摂取」 ３３６ ラザニア風野菜のミルフィーユ

R６年度 一汁三菜「減塩」レシピ ４１０
・れんこんハンバーグのきのこあんかけ
・さつまいものハニーサラダ
・トマトとなすのさっぱり和え

R７年度 「トマトジュースを使用した一品もの」レシピ ５８６ まろやか豆乳トマトラーメン

R８年度
（予定）

「季節野菜を使ったカリウムたっぷりメニュー」
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中野区における食育事業の紹介②

●食品ロス削減協力店（ぱくぱくパートナーズ）【ごみゼロ推進課】

対象：区内の飲食店、食事を提供する宿泊施設、食料品小売店

事業内容：食品ロス削減に積極的に取り組むお店を「協力店（ぱくぱくパートナーズ）」

として登録し、その取り組みを区と協力して周知することで、

食べ残し等で発生する「もったいない」をなくすことを目指す。

●すこやか福祉センター 父親向け離乳食講習会「パパも作るよ！離乳食 」【すこやか福祉センター】

対象：家族に妊婦または乳児（6カ月未満）のいる男性（区民）

事業内容：これからパパになるプレパパ、子育て中のパパを対象に、簡単な調理の体験を通して離乳食の作り方
や味付けなどについて学ぶ。

●「あまりにも美味しいあまりものレシピ」【ごみゼロ推進課】

事業内容：新渡戸文化短期大学と連携し、食品ロスを減らすためのレシピを作成し、

ごみ減量・リサイクル情報誌「ごみのん通信」等で紹介。

●すこやか福祉センター 妊婦さんの歯っぴいお食事講座【すこやか福祉センター】

対象：初めて出産を迎える方（区民）

事業内容：妊娠期からの口腔ケア、妊娠期や出産後の食事のポイントや離乳食づくりにも応用できるレシピを紹介するなど、
安心で健康的な出産に向けたサポートを行う。
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女性の健康の観点から
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ヘルスリテラシーの向上
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やせ・ダイエット
生活習慣病
栄養の偏り

（ビタミン・ミネラル

不足）

歯肉炎

低栄養・低体重
やせ

骨粗鬆症
ロコモ
フレイル

メンタル不調等

悪い生活習慣・知識不足
やせ信仰

感染症

女性特有のがん

小児期
０～１２歳

思春期
１０歳前後～１８歳

性成熟期（妊娠・出産期）
１０代後半～４０代後半

更年期
４０代後半～５０代後半 老年期

PMS（月経前症候群）

更年期障害

歯周病（歯肉炎・歯周炎）

再掲

（妊娠・出産）
不妊・不育
低体重児と
生活習慣病
産後うつ
産後やせ



歯周病等
（全世代）

骨粗しょう症

やせ信仰の
世代間連鎖

歯の健康

更年期世代
への

アプローチ

思春期世代
への

アプローチ

ヘルス
リテラシー

(正しい知識)

インセンティブ
の推進

普及啓発の
推進

歯科健診の
推進

更年期世代の
適切な医療
への接続

思春期世代の
適切な医療
への接続

骨の健康
骨粗しょう症
検診の実施

PTの検討を踏まえた女性の健康づくりにかかる主な課題

健康に関する正しい知識を
持つことで

防ぐことができる

症状がある場合に、
医療の介入があることで
症状の緩和や解決が可能

疾病の罹患を広く確認する
ためには公的に実施する

検診・検査が必要

栄養不足・筋肉量が少ない
ことによる体力の低下や
健康課題を防ぐことが必要

再掲
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ヘルスリテラシーの向上
（無関心層へのアプローチ）

生涯を通じたかかりつけ
婦人科医を持つことの推進と

健診・検査機会の充実

運動・スポーツ・食事・休息に
よる筋肉量の増加や心身の状態を

整えることの推進

女性の健康づくりにかかる区の今後の方向性

健康に関する正しい知識を
持つことで

防ぐことができる

症状がある場合に、
医療の介入があることで
症状の緩和や解決が可能

疾病の罹患を広く確認する
ためには公的に実施する

検診・検査が必要

栄養不足・筋肉量が少ない
ことによる体力の低下や
健康課題を防ぐことが必要

再掲
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ご議論いただきたい事項

〇大人、特に若い男性の食育推進に向けて、どのような取組を進
めたらよいか。

〇女性の健康推進（やせ信仰の歯止め）を図るため、どのような
取組を進めたらよいか。

〇職場や大学等における食育推進を図るため、企業・大学とどの
ように連携を強めていけばよいか。
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